
「
く
る
ぶ
ー
」
に
関
す
る
利
用
者

  

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

東
久
留
米
市
デ
マ
ン
ド
型
交
通

あ
な
た
も
や
っ
て
み
よ
う
！

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

H
igashikurum

e Free W
i-Fi

H
igashikurum

e Free W
i-Fi

ひ
　
　
が
　
　
し
　
　
く
　
　
る
　
　
め

フ
リ
ー

ワ
イ
フ
ァ
イ

　
体
験
型
農
園
で
は
、
野
菜
づ
く

り
の
プ
ロ
で
あ
る
農
業
者
が
園
主

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
野
菜
づ
く

り
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
し
っ

か
り
と
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
育
て
る
野
菜
に
応
じ
た

土
づ
く
り
（
肥
料
の
配
合
）、
種

ま
き
、
生
育
管
理
、
除
草
作
業
や

病
害
虫
の
防
除
、
そ
し
て
収
穫
ま

で
の
一
連
の
農
作
業
を
楽
し
く
体

験
で
き
る
消
費
者
参
加
型
の
農
業

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
で
す
。

　
市
が
開
設
し
て
い
る
市
民
農
園

と
は
異
な
り
、
種
、
肥
料
、
農
具

な
ど
野
菜
づ
く
り
に
必
要
な
も
の

は
農
園
が
用
意
し
ま
す
。
利
用
者

は
農
業
者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

多
種
品
目
の
栽
培
を
体
験
し
、
収

穫
物
は
全
て
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
初
心
者
の
方
で
も
安

心
で
す
。
自
ら
栽
培
す
る
喜
び
は

も
ち
ろ
ん
、
新
鮮
な
農
産
物
は
お

い
し
さ
も
格
別
で
す
。

　
【
農
園
名
】ぽ
か
ぽ
か
フ
ァ
ー
ム

　
【
所
在
地
】東
久
留
米
市
小
山
三

丁
目
９
番
先

　
【
利
用
期
間
】４
月
～
４
年
２
月

末
　
【
募
集
区
画
数
】４
区
画

　
【
利
用
料
】１
区
画
約
３０
平
方
㍍

当
た
り
年
額
４
万
円
（
税
別
）。

た
だ
し
、
農
具
、
肥
料
、
種
、
苗

な
ど
、
野
菜
づ
く
り
に
必
要
な
も

の
は
園
主
が
用
意
し
ま
す

　
【
応
募
資
格
】中
学
生
以
下
の
お

子
さ
ん
が
い
る
家
族

　
【
ご
注
意
】駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
の

利
用
を
前
提
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
２
月
１５
日
（
月
）

「
東
久
留
米
市
消
防
団

五
十
周
年
記
念
誌
」
を

作

成

し

ま

し

た

　
昭
和
４５
年
に
発
足
し
た
東
久
留

米
市
消
防
団
は
、
２
年
１０
月
に
５０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
記
念
し
、「
東
久
留
米
市
消
防

団
五
十
周
年
記
念
誌
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
同
記
念
誌
で
は
、
消
防
団
発
足

当
初
の
写
真
や
こ
れ
ま
で
の
活
動

写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
分

団
の
個
性
を
生
か
し
た
分
団
紹
介

　
毎
年
１
月
に
実
施
し
て
い
る
市

消
防
団
の
出
初
式
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
消
防
団
員
は

「
わ
が
街
を
わ
が
手
で
守
る
」
と

い
う
使
命
感
の
も
と
、
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
火
災
・
地

震
・
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
消
防

署
や
市
と
一
体
と
な
っ
て
、
迅
速

に
消
火
活
動
な
ど
を
行
い
、
街
と

住
民
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
市
消
防
団
は
、
団
本
部
お
よ
び

市
内
１０
個
分
団
に
よ
り
組
織
さ
れ
、

条
例
に
よ
り
定
員
は
２
２
４
人
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
営
業
・
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
・
公
務
員
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
職
業
の
方
が
消
防
団
員
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

～
２６
日（
金
）に
、
必
要
事
項（
住

所
・
利
用
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、

電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
記
入
し
た
申
込
書
（
書
式
自

由
）
を
市
役
所
６
階
産
業
政
策
課

農
政
係
へ
直
接
持
参
ま
た
は
同
係

宛
て
郵
送
を
（
先
着
順
）。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
４
３
へ
。

　
②
返
信
用
封
筒
に
入
れ
、
郵
便

ポ
ス
ト
へ
投
函
（
切
手
不
要
）

　
※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
１
人

１
回
ま
で
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
②
の
方
法
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

提
出
す
る
場
合
は
、
併
せ
て
配
布

す
る
返
信
用
封
筒
に
入
れ
、
４
月

９
日
（
金
）
ま
で
に
郵
便
ポ
ス
ト

へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
左
Q
R
コ
ー
ド
）
ま
た
は
道

路
計
画
課
道
路
交
通
計
画
係
☎
４

７
０
・
７
７
６
８
へ
。

　
東
久
留
米
市
デ
マ
ン
ド
型
交
通

「
く
る
ぶ
ー
」
は
、
２
年
３
月
１６

日
か
ら
５
年
間
の
実
験
運
行
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
利
用
状
況
・
満
足

度
・
ご
意
見
な
ど
を
把
握
す
る
た

め
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
す
。

　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
を
ご
利
用
の

際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
実
施
期
間
】３
月
１
日
（
月
）

～
３１
日
（
水
）

　
【
実
施
方
法
】「
く
る
ぶ
ー
」
乗

車
時
に
、
乗
務
員
が
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
を
配
布
し
ま
す

　
【
提
出
方
法
】次
の
２
つ
の
方
法

の
い
ず
れ
か

　
①
車
内
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
投

函

歴
史
的
な
公
文
書
で
す
。

　
明
治
２１
年
４
月
の
「
市
制
・
町

村
制
」
公
布
か
ら
明
治
２２
年
４
月

１
日
の
久
留
米
村
成
立
の
間
に
作

成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
で
３

ケ
村
が
現
在
の
黒
目
川
を
「
久
留

米
川
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。
明

治
時
代
で
は
最
古
の
「
久
留
米

川
」
の
表
記
で
あ
り
、
久
留
米
村

誕
生
の
前
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

久
留
米
村
の
村
名
の
由
来
を
推
測

で
き
る
唯
一
の
具
体
的
な
資
料
と

し
て
も
価
値
が
高
い
と
し
て
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
は
市
文
化
財
保

護
審
議
会
（
会
長
は
元
東
海
大
学

助
教
授
の
稲
葉
和
也
氏
）
の
答
申

を
受
け
、
１
月
２２
日
付
で
新
た
に

２
件
の
文
化
財
を
市
指
定
文
化
財

に
指
定
し
ま
し
た
。

　
新
し
く
指
定
さ
れ
た
文
化
財
を

紹
介
し
ま
す
。

里
道
調（
有
形
文
化
財
第
２２
号
）

　
【
所
在
地
】市
郷
土
資
料
室

　
【
管
理
者
】市
教
育
委
員
会

　
「
里り

ど
う
し
ら
べ

道
調
」
は
明
治
２１
年(

１
８

８
８
年)

に
前
沢
村
外
９
ケ
村
連

合
戸
長
役
場
が

作
成
し
た
道
路

に
関
す
る
調
査

報
告
書
で
、
明

治
時
代
の
道
路

の
法
的
な
扱
い

と
現
在
の
東
久

留
米
市
域
の
道

路
の
様
態
が
具

体
的
に
分
か
る

村
野
家
（
屋
号
・
天
神
前
）

の
衣
食
住
資
料
及
び　
　

商
い
と
糸
繭
飛
白
縞
資
料

（
有
形
民
俗
文
化
財
第
３１
号
）

　
【
所
在
地
】柳
窪
四
丁
目

　
【
所
有
者
】個
人

　
国
の
登
録
有
形
文
化
財
「
村
野

家
住
宅
」
内
の
主
屋
・
穀
蔵
・
土

蔵
・
新
蔵
・
北
の
納
屋
に
は
、
江

戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

村
野
家
で
使
用
さ
れ
た
多
く
の
民

俗
資
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、「
衣

食
住
資
料
」
３
８
３
点
と
「
商
い

と
糸い

と

繭ま
ゆ

飛か
す
り白
縞じ

ま

資
料
」
３２
点
の
計

４
１
５
点
が
時
代
的
・
地
域
的
な

特
色
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
衣
食
住
資
料
」は「
着
る
」「
食

べ
る
」「
住
ま
う
」
と
い
う
暮
ら

し
の
技
や
知
恵
、「
商
い
と
糸
繭

飛
白
縞
資
料
」
は
肥
料
商
に
始
ま

り
糸
繭
や
飛
白
縞

と
い
う
時
代
の
動

向
に
即
し
た
商
い

が
農
村
部
に
お
い

て
展
開
さ
れ
て
い

た
様
子
を
知
る
上

で
も
重
要
な
も
の

で
す
。

　
な
お
、
２
件
と
も
保
存
処
置
な

ど
の
関
係
か
ら
、
普
段
は
公
開
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
で
、
当
市
の
指
定
・
登
録

文
化
財
は
、
国
登
録
７
件
、
都
指

定
３
件
、
市
指
定
７０
件
と
な
り
ま

し
た
。
市
の
歴
史
と
文
化
を
今
に

伝
え
る
文
化
財
は
、
市
の
貴
重
な

宝
で
す
。
今
後
も
保
護
と
活
用
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
文
化
財

係
☎
４
７
２
・
０
０
５
１
（
郷
土

資
料
室
）
へ
。

の
設
置
当
初
か
ら
、
都
、
市
な
ど

の
関
係
機
関
と
市
民
の
三
者
で
話

し
合
い
、
従
来
の
行
政
が
中
心
と

な
っ
て
作
り
上
げ
る
公
園
で
は
な

く
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ

て
創
り
育
て
る
「
ハ
ー
フ
メ
イ
ド

公
園
」
を
実
現
す
る
べ
く
、「
南

沢
水
辺
公
園
の
な
か
ま
た
ち
」
が

主
体
と
な
っ
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
他
に
も
、
市
と
連
携
し
て
「
七

福
神
め
ぐ
り
」「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
地
域
の
福
祉
向
上
に
寄
与

す
る
な
ど
、
公
園
の
維
持
管
理
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

令
和
２
年
に
、
第
３１
回
「
み
ど
り

の
愛
護
」
功
労
者
国
土
交
通
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
市
の
自
然
環
境
を

守
る
た
め
、
市
と
協
定
を
結
ぶ
な

ど
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し

て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　
環
境
政
策
課
で
は
、
そ
う
し
た

活
動
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

南
沢
水
辺
公
園
の

な

か

ま

た

ち

　
「
南
沢
水
辺
公
園
の
な
か
ま
た

ち
」
は
、
市
内
の
公
園
で
あ
る
南

沢
水
辺
公
園
に
お
い
て
、
野
草
の

育
成
、
清
掃
、
草
刈
り
な
ど
の
公

園
の
維
持
管
理
や
、
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
る
「
学
び
の
水
辺
」
を
実
現

す
る
た
め
、
学
生
を
対
象
と
し
た

普
及
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
南
沢
水
辺
公
園

ん
に
積
極
的
に
火
災
予
防
や
防
災

行
動
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
た
賜
物
で
す
。
日
ご
ろ
か

ら
消
防
行
政
に
ご
理
解
を
い
た
だ

い
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
改

め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
久
留
米
消
防
署
で
は
、
今
後

も
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

◎
令
和
２
年
中
の
火
災
件
数
が

開
署
以
来
最
少
を
記
録

　
２
年
中
に
お
け
る
東
久
留
米
消

防
署
管
内
の
火
災
件
数
は
、
前
年

か
ら
２
件
減
少
の
２３
件
と
な
り
、

昭
和
４５
年
の
東
久
留
米
消
防
署
開

署
以
来
、
５０
年
間
で
最
少
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
左
図
）
は
、

市
役
所
（
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
「
市

内
案
内
板
」、「
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
な
ど
）、
健
康
課
（
わ
く

わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
内
）、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
市
公

　
冬
は
、
寒
さ
か
ら
運
動
な
ど
の

動
く
機
会
が
減
る
た
め
、
冬
太
り

や
、
冷
え
か
ら
全
身
の
血
の
め
ぐ

り
が
悪
く
な
り
が
ち
で
す
。
そ
ん

な
寒
い
冬
こ
そ
、
健
康
づ
く
り
を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
健
康
課
で
は
、
健
康
づ
く
り
の

き
っ
か
け
に
な
る
「
東
く
る
め
わ

く
わ
く
元
気ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
＋
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

参
加
方
法
は
、
健
康
づ
く
り
の
目

標
を
選
択
し
て
取
り
組
み
、
ポ
イ

ン
ト
を
貯
め
る
だ
け
。
取
り
組
み

後
に
、「
東
く
る
め
元
気
ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
＋
カ
ー
ド
」
の
申
請
を
す
る
と
、

市
内
１
０
０
店
舗
以
上
の
登
録
店

で
、「
１０
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
」、「
利
用
店

舗
で
の
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
」
な
ど

の
お
得
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

共
施
設
、
東
久
留
米
駅
の
市
情
報

Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
わ
く
わ
く
元
気ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
＋

の
ペ
ー
ジ
（
左
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
健
康
課
保
健
サ
ー
ビ

ス
係
☎
４
７
７
・
０
０
２
２
へ
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
持
つ
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の
豊
か
な
経
験
を
生

か
し
て
、
講
座
を
開
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
講
座
を
通
し
て
市
民
同
士

の
学
び
合
い
の
場
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　
【
開
講
期
間
・
回
数
】６
月
～
７

月
。
全
３
回
ま
た
は
１
回
の
い
ず

れ
か
の
回
数
を
選
択

　
【
会
場
】原
則
と
し
て
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

　
【
講
座
内
容
】分
野
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
対
話
型
・
参
加
型
・
実
践

型
で
運
営
す
る
も
の
に
限
り
ま
す

（
特
定
の
政
党
、
宗
教
、
営
利
活

動
に
関
わ
る
も
の
は
開
講
で
き
ま

せ
ん
）

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
、
講
座
の
運
営
が
で

き
る
方
。
１
人
１
講
座
ま
で
。

　
【
受
講
生
数
】１０
人
～
28
人
の
範

囲
で
相
談
の
上
、
決
定
。

　
【
講
師
謝
礼
】１
講
座
当
た
り
、

３
回
コ
ー
ス
が
７
５
０
０
円
、
１

回
コ
ー
ス
が
２
５
０
０
円

　
【
選
考
方
法
】提
出
し
て
い
た
だ

い
た
企
画
書
な
ど
を
基
に
選
考
し

ま
す

　
申
し
込
み
は
２
月
１５
日
（
月
）

か
ら
市
文
化
協
会
（
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
）
に
て
配
布
す
る
市
民

講
師
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
３
月
５
日
（
金
）
ま
で

に
（
必
着
）、
〒
２
０
３
ー
０
０

５
４
、
中
央
町
２
ノ
６
ノ
２３
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
久
留
米
市
文
化
協
会
事
務
局
宛

て
郵
送
ま
た
は
直
接
同
事
務
局
へ

持
参
を
。
な
お
、
応
募
用
紙
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
第
４
月
曜
日
を
除
く

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に

同
事
務
局
☎
４
７
７
・
４
７
０
０

(

フ
ァ
ク
ス
同
）
へ
。

久
留
米
の
自
然
」「
東
久
留
米
の

名
木
」
な
ど

　
【
規
格
】Ａ
４
か
ら
四
ツ
切
（
３８

㌢
㍍
×
５４
㌢
㍍
）
の
画
用
紙
１
枚

　
【
書
き
方
】水
彩
、
ク
レ
ヨ
ン
、

貼
り
絵
な
ど

　
【
応
募
方
法
】３
月
５
日
（
金
）

～
１２
日
（
金
）
に
、
作
品
の
裏
面

に
３
月
１
日
現
在
、
在
学
し
て
い

る
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）
を
ご
記
入
の
上
、
市
内
在

学
の
方
は
学
校
を
通
じ
て
、
市
外

に
通
学
の
方
は
環
境
政
策
課
（
市

　
市
で
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象

に
「
環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
日
ご
ろ
、

環
境
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、

伝
え
た
い
こ
と
な
ど
を
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
作
品
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
【
対
象
】３
月
１
日
現
在
、
市
内

在
住
・
在
学
の
小
・
中
学
生

　
【
作
品
テ
ー
マ
】「
地
球
温
暖

化・省
エ
ネ
」「
水・緑・生
き
物
」

「
ポ
イ
捨
て
・
ご
み
問
題
」「
東

　
東
久
留
米
市
市
民
環
境
会
議
水

と
み
ど
り
部
会
で
は
、
市
民
公
募

に
よ
る
「
東
久
留
米
の
名
木
百

選
」
を
選
定
し
ま
し
た
。
選
定
さ

れ
た
１
０
０
本
の
名
木
を
、
広
報

紙
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
順
番
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】私
有
地
へ
の
立
ち
入

り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

↑
№
９４　

▼
樹
種
＝
モ
ミ
ジ
▼
場

所
＝
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

内
▼
選
定
理
由
＝
紅
葉
が
美
し
い

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
。
秋
を
彩
る
紅
葉

の
代
名
詞

↑
№
９３　

▼
樹
種
＝
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ

ン
▼
場
所
＝
小
山
五
丁
目
１
番
民

家
▼
選
定
理
由
＝
黒
目
川
沿
い
を

散
策
時
に
必
ず
目
に
飛
び
込
む
巨

樹

↑
№
９５　

▼
樹
種
＝
モ
ミ
ジ
▼
場

所
＝
大
圓
寺
境
内
▼
選
定
理
由
＝

紅
葉
が
美
し
い
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
。

秋
を
彩
る
紅
葉
の
代
名
詞

↑
№
９６　

▼
樹
種
＝
モ
ミ
ジ
▼
場

所
＝
宝
泉
寺
境
内
▼
選
定
理
由
＝

紅
葉
が
美
し
い
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
。

秋
を
彩
る
紅
葉
の
代
名
詞

▲強
がんどうぢょうちん

盗提灯▲洋風ランプ

▲里道調（表紙）

▲Higashikurume  FREE  Wi-Fi のステッカー

▲ガイドブック（表紙）

▲五十周年記念誌（一部ページ抜粋）

を
通
じ
て
、
防
火
防
災
に
関
す
る

情
報
を
わ
か
り
や
す
く
お
届
け
し

て
い
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
「
安
全
・
安
心
な
街
、

東
久
留
米
」
の
た
め
、
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
春
の
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
（
月
）
～
７
日
（
日
）

は
、「
春
の
火
災
予
防
運
動
週
間
」

で
す
。
今
年
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
１０
年
が
経
過
す
る
節
目
の
年

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
今
一
度
ご

家
庭
や
お
勤
め
先
の
地
震
へ
の
備

え
を
確
認
し
、
家
具
類
の
転
倒
・

落
下
・
移
動
防
止
対
策
の
見
直
し

や
消
火
器
を
準
備
し
て
火
災
に
備

え
る
な
ど
の
防
災
行
動
力
の
向
上

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
ま
た
は
同

消
防
署
防
火
査

察
係
☎
４
７

１
・
０
１
１
９

（
内
線
５
２
０
）
へ
。

役
所
５
階
）
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い

　
【
入
賞
】市
長
賞
２
点
以
内
、
外

１８
点
の
計
２０
点
。　
※
各
賞
の
受

賞
者
数
は
応
募
数
に
よ
っ
て
増
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
【
作
品
の
掲
載
な
ど
】入
賞
作
品

は
６
月
に
開
催
す
る
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
案
内
用
ポ
ス
タ
ー
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
予
定
で
す

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

みどり東京・温暖化
防止プロジェクト

市町村助成金
対象事業

▶
体
験
型
農
園
の
様
子

▶
く
る
ぶ
ー
（
イ
チ
ョ
ウ
号
）

▶
く
る
ぶ
ー
車
内
の
様
子

（
赤
点
部
に
は
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
）

東久留米の
名木百選紹介

93～ 96

　　　

　
市
で
は
、
観
光
環
境
・
利
便
性

の
向
上
や
、
災
害
時
の
情
報
伝
達

手
段
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
公
共
施
設
や
協
力
店
舗

な
ど
で
、
利
用
料
・
通
信
料
が
無

料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で

き
る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス

「Higashikurum
e Free W

i-
Fi

」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
接
続
可
能
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
電
波
の
届
く
範
囲
や
電
波
の

強
さ
は
、
利
用
環
境
（
端
末
機
器

な
ど
）
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
【
利
用
方
法
】利
用
開
始
時
（
初

回
の
み
）
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

登
録
す
る
こ
と
で
、
ど
な
た
で
も

無
料
で
利
用
可
能
で
す
。
ま
た
、

Japan Connected-free W
i-Fi

ア

プ
リ
（http://www.ntt-bp.net/

jcfw/use/ja/01.htm
l

）
を
経
由

し
て
接
続
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
【
利
用
条
件
】１
回
に
つ
き
６０
分

ま
で
（
１
日
何
回
で
も
利
用
可
）

◎
設
置
場
所
（
公
共
施
設
な
ど
）

　
▼
東
久
留
米
駅
富
士
見
テ
ラ
ス

（
本
町
１
ノ
４
）
▼
西
部
地
域
セ

ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
・
喫
茶
（
滝

山
４
ノ
１
ノ
１０
）
▼
南
部
地
域
セ

ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
・
喫
茶
（
ひ

ば
り
が
丘
団
地
１
８
５
）
▼
東
部

地
域
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
・
喫

茶
（
大
門
町
２
ノ
１０
ノ
５
）

◎
設
置
場
所
（
協
力
店
舗
）

　
▼Kon hair & m

ake atel
ier

（
前
沢
４
ノ
３２
ノ
１
、
第
２

榎
本
ビ
ル
１
０
３
号
）
▼HAIR 

SALO
N

 la G
lycine

（
新
川

町
１
ノ
４
ノ
２３
、
セ
ザ
ー
ル
東
久

留
米
駅
前
１
１
１
号
）
▼
コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
前
沢
宿
（
八
幡
町
２

ノ
１４
ノ
７
）

　
※
設
置
場
所
は
、
下
の
ス
テ
ッ

カ
ー
が
目
印
で
す
。

　
※Higashikurum

e Free 
W

i-Fi

の
新
た
な
協
力
店
舗
を
募

集
し
て
い
ま
す
（
導
入
に
は
費
用

が
か
か
り
ま
す
）。
詳
細
は
産
業

政
策
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
同
課
振
興
企
画
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

　
２
年
中
の
市
内
に
お
け
る
人
身

事
故
件
数
は
１
９
４
件
で
、
昨
年

よ
り
７２
件
減
少
し
ま
し
た
。
中
学

生
以
下
の
子
ど
も
が
関
与
す
る
事

故
は
１６
件
で
、
６５
歳
以
上
の
高
齢

者
が
関
与
す
る
事
故
は
７６
件
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
他
、
自
転
車
が
関

与
す
る
事
故
は
７８
件
で
、
身
近
な

移
動
手
段
で
あ
る
自
転
車
が
当
事

者
と
な
る
事
故
が
、
事
故
全
体
の

４
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
※
下
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
春
・
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
や
冬
のTO

KYO

交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て
、

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
啓
発

活
動
や
、
警
視
庁
が
発
行
す
る
交

通
安
全
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
掲
載
し
て
交
通
安
全
意
識
の

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も

市
内
の
交
通
事
故
を
減
ら
し
て
い

く
た
め
に
各
種
啓
発
活
動
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

ペ
ー
ジ
で
は
、
日
々
の
活
動
の
様

子
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
同
記
念
誌
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
お
よ
び
各
図
書
館
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎
４
７

０
・
７
７
６
９
へ
。

▶
五
十
周
年
記
念
誌
（
表
紙
）

　
詳
し
く
は
管
理
課
管
理
調
整
担

当
☎
４
７
０
・
７
７
６
４
へ
。

表　市内の交通事故件数

2 年 元年

事故件数 194 件 266 件

子ども関与 
事故件数 16 件 19 件

子ども関与率 8.2% 7.1%

高齢者関与 
事故件数 76 件 113 件

高齢者関与率 39.1% 42.5%

自転車関与 
事故件数 78 件 108 件

自転車関与率 40.2% 40.6%

市
指
定
文
化
財
に「
里り

道ど
う

調し
ら
べ

」な
ど
２
件
が

新
た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　 

市
民
大
学
「
短
期
コ
ー
ス
」の

　 

市
民
講
師
を
募
集
し
ま
す

  

　
わ
が
街
を
わ
が
手
で
守
る

　
「
消
防
団
」
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す

親
子
対
象
体
験
型
農
園
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

「
東
く
る
め
わ
く
わ
く
元
気
ｐプ

ラ

ス

ｌ
ｕ
ｓ
＋
」

  

で
健
康
づ
く
り

環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た

ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集
し
ま
す

市
内
の
自
然
環
境
を
守
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
し
ま
す

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
令
和
２
年
中
の

　
　
市
内
の
交
通
事
故
に
つ
い
て

53.　2.　15 43.　2.　15
※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。


